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2白馬議会だより　153号　令和7年7月9日

議長あいさつ
議長に選任いただきましたことは、大変光栄に存じますとともに、

責任の重大さを痛感しているところでございます。
4月の村 議会選挙では、白馬村初めての定員割れとなり無投 票と

なりました。村民の皆様からは、議会に対して厳しいご評 価をいた
だくことと議員一同覚悟して、任期満了まで努めなければなりませ
ん。新人が6名となり、新しい視点も期待できますが、まずは、村の
置かれている状況をしっかりと把握し行政とともに、白馬村が前進
できますよう精進してまいります。

議 会の円滑な運営に努めると同時に、村民の皆様 の負託にこた
え続けられる議会でありますよう努力してまいります。

さらなるご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

           新たな議会 体制スタート 
村民と白馬の 未来を考えます

（上左から）永井勝則委員、内川史朗委員、伊藤まゆみ委員
（下左から）酒井 洋委員、切久保達也委員長、太田伸子委員

（上左から）太田 学委員、鈴木 均委員、松本喜美人委員
（下左から）丸山和之委員長、丸山宏充委員

 　　

委員長　切久保　達也

総務社会委員会とは
総務課、税務課、住民

課、健康福祉課、教育委員
会、議会事務局、会計室、
選挙管理委員会、監査委
員、他の委員会に属さな
い事項の審議を行います。

総務社会委員会

太田　伸子
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副議長あいさつ
この度、副議長に選任されました。しっかりと役割を務めるよう

努力してまいります。

今回の 選 挙 のような形 になってしまったことで は、有権 者の目

は厳しいものになると感じています。議長をしっかりとサポートし、

車の両輪の一部として、村が良い方向へ前進できるよう頑張ります。

皆様のご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

           新たな議会 体制スタート 
村民と白馬の 未来を考えます

（上左から）太田 学委員、鈴木 均委員、松本喜美人委員
（下左から）丸山和之委員長、丸山宏充委員

 　　

委員長　丸山　和之

産業経済委員会とは
観光課、農政課、建設

課、上下水道課、農業委員
会に関する事項の審議を
行います。

産業経済委員会

初めての定員割れとなった村議会議
員選挙

丸山　和之
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永井　勝則
1960年京都府綾部市生 ま れ、
AB 型、趣味はギターとゴルフ、
YouTube 投稿です。パソコンや
インターネット関連の翻訳本を
出していた関係から、特にシニ
ア向けのスマホ教室の充実や、小中高生向けプロ
グラミング教室の開催などに尽力したいと考えて
います。その他、防災や景観の保全など、私の思い
を書いた選挙時のビラが、使わないまま日の目を
見ずに多数余っています。希望される方はぜひご
連絡ください。

内川　史朗
「災害をなくし、村民の生活を守
りたい」という思いが、村議会と
いう場に私を立たせることにな
りました。私は、平成７年に発
生した豪雨災害の時に消防副
団長を務めましたが、全く予想もしていなかった
災害に厳しい状況を味わいました。その経験から、
昨今起こっている大規模な自然災害から村民の生
活を守るため、「防災・減災」をはじめとする危機管
理体制の強化に注力し、村民が安心して暮らせる
白馬村を目指して取り組みます。

酒井　洋 副委員長
社会基盤整備は地域の未来を
築く重要な取組です。
単にモノを作ること以上に公共
施設の整備と維持保全は、住民
の生活をより快適で豊かにし、
地域の活性化を促進する基盤となります。
公共事業の施工管理や設計・計画策定に関わって
きた技術者の一人として、地域の声を聴きながら、
安心・安全の社会基盤を未来へつなげるよう全力
を尽くします。
さらに地域の水で地域の「エネルギーを補う」た
めの小水力発電施設の拡充に取り組みます。

伊藤　まゆみ
村は存続できるのか？との強い
危機感
私は広域の焼却施設建設に声
を上げて反対。皮膚呼吸する蛙
が多いここのきれいな空気は、
子どもたちが自慢にできるものだ。拡散されない
煙で、雪が降らなくなるかもしれない。
しかし、今、それ以上の危機感がある。不動産を売
却し離村している住民が後を絶たない。村の相変
わらずの補助金頼みの箱もの行政では必ず行き
詰まる。知恵を出し人材育成でしか生き残れない、
そんな強い思いから立候補。

総務社会委員会

議会広報特別委員会とは
議会の役割や議会の動き・審議内容を、住民に分か

りやすく伝える役割です。委員構成は、副議長・各常
任委員会から３名以上ずつ選出します。

メンバー（7名）
太田 学（長）、永井勝則（副）、丸山宏充、鈴木 均、
酒井 洋、内川史朗、丸山和之

総務社会委員長あいさつ
切久保　達也

　このたび2期目の議席をいただき、引き続き白馬村の未来のために尽力してまいり

ます。さまざまな声を丁寧に聞き、子どもたちや次の世代が誇れる村づくりを目指し

ます。環境、観光、教育、移住など多様な分野にわたり、対話と行動を大切にしながら、

地域の課題解決に全力で取り組んでまいります。
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丸山　宏充 副委員長
令和７年６月定例会を終え、議
員１年目として初めての議会で
貴重な学びと経験を得る機会
となりました。日頃より議会に
対してのご理解、ご協力に感謝
いたします。
私は持続可能な観光、人材不足、施設の老朽化、移
住、定住など住む人、訪れる人の双方にとって魅力
のある村づくりにするため村民の皆さまの声を大
切に尽力してまいります。

鈴木　均
「住んでよし 訪れてよしの白馬

村、住み続けたい白馬村」をめ
ざします　
インバウンドと外国資本などに
よる大型開発で、白馬村は、い
ま大きな曲がり角にたっています。村会議員として、
① 開発基準の見直しと規制強化　 
② 学校給食の無料化　
③  デマンドタクシーの改善と子ども、障がい者、高

齢者、免許返納者の運賃半額化
④ 大町病院への交通手段の確保　
⑤ 図書館の早期建設　
⑥ 若者への住宅支援　など
希望が持てる村づくりに全力を挙げます。

太田　学
誰もが白馬村に暮らし続けたい
と思える地域を目指し、安心感
のある暮らしを支える施策に取
り組みます。地域の声に丁寧に
耳を傾け、実現可能な道を模索
しながら、議会では行政と真摯に向き合い、互譲の
精神を大切に建設的な議論を重ねていきます。あ
わせて、森林という貴重な資源を守り活かすため、
林業の担い手確保や木材の地産地消、計画的な森
林整備を進め、持続可能な林業を次世代へとつな
げていきたいと考えています。

松本　喜美人
１． 戦争や内乱による世界情

勢の混乱と、アメリカの関
税問題に端を発した世界
経済や、景気後退を余儀な
くされる国内経済動向を注
視し、「適時・適切な政策提言と成果を厳しく
チェック」を基本姿勢といたします。

２． 今回の村議会議員選挙では、白馬村有史以来
の「再選挙」は免れたが定数割れとなり、地方
行政の根幹をなす「二元代表制」の崩壊危機
に直面しており、これらを鑑み、議員定数・報酬
等を含む議会改革に取り組みます。

産業経済委員会

議会運営委員会とは
議会の運営に関する事項や議会に関する条例・規

則等を審議します。委員構成は、副議長・各常任委員
長及び常任委員会から各１名選出します。

メンバー（5名）
伊藤まゆみ（長）、太田 学（副）、丸山宏充、切久保達也、
丸山和之

産業経済委員長あいさつ
丸山　和之

　この度、産業経済委員長を拝命いたしました。しばらくは5人体制となりますが、委員全
員でしっかりと慎重審議に努めてまいります。
　現在の物価、資材の高騰や不動産価格の上昇などによる様々な問題が出てきています
が、基幹産業である観光や農業、インフラなどの課題に取り組み、調査研究をし、適切な
政策提言ができるように委員全員で努力していきます。
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長い間活躍した南部分団の消防ポンプ車
お疲れ様、ありがとう

新しい交付金の決定により
子育て支援ルームの解体に着手

議
案
第
39
号

物
品
の
取
得

白
馬
村
消
防
団
南
部
分
団
の
ポ
ン
プ
車

を
購
入
す
る
も
の
。
購
入
か
ら
20
年
余

り
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
更
新
す
る
。

取
得
金
額
は
２
，８
０
５
万
円
。

議案の概要
［
質
疑
・
意
見
］

Q　
 

今
回
購
入
す
る
ポ
ン
プ
車
を
使
っ
て
ポ
ン

プ
操
法
の
練
習
が
で
き
る
の
か
。

A　

 

今
回
ポ
ン
プ
に
不
具
合
が
見
つ
か
っ
た
た

め
更
新
す
る
。
ポ
ン
プ
操
法
の
練
習
と
し

て
も
使
え
る
。

議
案
第
40
号

白
馬
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

国
の
地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ
り
、公
示

送
達
や
個
人
村
民
税
の
所
得
控
除
、村
た

ば
こ
税
の
そ
れ
ぞ
れ
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

議案の概要
［
質
疑
・
意
見
］

Q　

 

個
人
村
民
税
は
減
収
に
な
る
が
、総
額
と

し
て
は
増
収
に
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

A　

 

個
人
村
民
税
関
係
で
は
控
除
が
増
え
る
た
め

減
収
に
な
る
が
、村
た
ば
こ
税
関
係
は
加
熱

式
た
ば
こ
の
税
額
が
上
が
る
た
め
、増
収
に

な
る
。

主
な
議
案
の
審
査
内
容

か ら審 議 総務社会委員会

議
案
第
43
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）所
管
事
項

 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
，９
８
３

万
４
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
を

72
億
８
，９
８
３
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

議案の概要
【
総
務
課
関
係
】

　

財
産
管
理
事
業
、10
万
２
千
円
の
増
額
は
、庁

舎
西
側
、職
員
通
用
口
の
屋
根
が
雪
害
に
よ
り
破

損
し
た
た
め
の
修
繕
費
。財
源
は
損
害
保
険
料
が

10
割
充
当
さ
れ
る
。

　

債
務
負
担
行
為
補
正
１
億
５
，０
３
９
万
１
千

円
は
、令
和
７
年
度
官
民
協
働
に
よ
る
公
共
施
設
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
借
り
上
げ
事
業
で
、ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
中
学
校
へ
の
太
陽
光
発
電

施
設
の
設
置
に
係
る
リ
ー
ス
料
に
よ
る
も
の
。

【
税
務
課
関
係
】

　

税
務
総
務
費
１
９
６
万
２
千
円
の
増
額
は
、定

額
減
税
調
整
給
付
を
行
う
た
め
に
要
す
る
電
算

シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
用
が
主
な
も
の
。

【
教
育
課
関
係
】

　

北
小
学
校
漏
水
箇
所
特
定
の
た
め
の
調
査
費

用
と
、県
と
の
共
同
調
達
に
よ
る
小
中
学
校
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
購
入
の
減
額
を
相
殺
。
学
校
管
理
費

３
４
７
万
９
千
円
の
増
額
は
、小
学
校
の
水
道
料

金
が
当
初
の
想
定
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、９
月
分
ま
で
を
補
正
す
る
も
の
。

Q　

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
、県
と
共
同
で
一
括

調
達
す
る
こ
と
で
購
入
費
が
下
が
っ
た
と

捉
え
て
良
い
の
か
。

A　

 

そ
の
通
り
で
あ
る
。

【
子
育
て
支
援
課
関
係
】

　

子
育
て
支
援
施
設
建
設
事
業
９
，５
６
７
万
４

千
円
増
額
の
主
な
も
の
は
、支
援
ル
ー
ム
解
体
費

用
の「
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付

金
」の
交
付
決
定
に
よ
る
９
，０
０
０
万
円
余
の

増
額
と
、支
援
ル
ー
ム
の
一
時
移
転
の
修
繕
費
や

工
事
請
負
費
に
よ
る
も
の
。

Q　

 

ア
ス
ベ
ス
ト
の
調
査
は
未
実
施
に
な
っ
て

い
る
が
、調
査
費
は
計
上
し
て
い
る
の
か
。

A　

 

調
査
費
に
つ
い
て
は
、今
年
度
当
初
予
算
の

実
施
設
計
の
中
で
調
査
を
依
頼
。ア
ス
ベ
ス

ト
処
理
費
が
９
，０
０
０
万
円
の
中
で
対
応

で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
一
緒
に
発
注
す
る
が
、

不
足
の
場
合
は
、補
正
を
お
願
い
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
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議
案
第
41
号

白
馬
村
執
行
機
関
の
附
属
機
関
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

白
馬
村
執
行
機
関
の
附
属
機
関
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
別
表
に
白
馬
村
観
光
地

経
営
会
議
を
加
え
る
も
の
。

議案の概要
［
質
疑
・
意
見
］

Q　

 
開
発
審
議
会
や
様
々
な
検
討
委
員
会
が
あ

る
が
、そ
れ
と
は
並
列
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
か
。

A　

 

基
本
的
に
条
例
の
別
表
に
載
せ
て
い
く
考

え
。
今
回
は
、附
属
機
関
の
条
例
改
正
で
あ

り
、観
光
地
経
営
会
議
を
１
項
目
加
え
る
法

規
上
の
手
続
き
を
と
っ
て
い
る
。

議
案
第
42
号

白
馬
村
山
小
屋
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

白
馬
村
山
小
屋
条
例
の
宿
泊
料
金
の
一
部

を
変
更
す
る
も
の
。

議案の概要
［
質
疑
・
意
見
］

Q　

 

上
限
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、実
際
の
金
額

は
ど
う
な
の
か
。

A　

 

今
回
の
条
例
改
正
は
、上
限
額
を
定
め
た
も

の
で
、こ
の
範
囲
内
で
料
金
改
定
を
行
な
っ

て
い
く
。

［
討
論
］

反対　

 

厳
し
い
状
況
は
理
解
で
き
る
が
、登
山
者

の
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、素
泊
ま
り

１
万
５
千
円
へ
の
引
き
上
げ
に
は
反
対
。

賛成　

 

諸
物
価
、ヘ
リ
輸
送
料
金
の
高
騰
も
あ
る
中
、

上
限
枠
を
決
め
る
も
の
で
、改
正
を
行
な
っ

て
も
問
題
な
い
と
解
釈
し
、賛
成
。

議
案
第
43
号

令
和
７
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）所
管
事
項

　

概
要
は
総
務
社
会
委
員
会
議
案
第
43
号
と
同
じ

【
農
政
課
関
係
】

　

４
月
の
大
風
に
よ
る
神
城
の
農
業
体
験
実
習
館

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
修
繕
費
に
56
万
２
千
円
の
増
額
。

【
建
設
課
関
係
】

　

機
種
変
更
が
必
要
に
な
り
、予
算
が
不
足
し
た

た
め
除
雪
機
械
購
入
費
７
８
３
万
円
の
増
額
。

【
上
下
水
道
課
関
係
】

　

黒
豆
沢
の
災
害
に
伴
う
浄
化
槽
等
災
害
復
旧
事

業
の
補
助
金
に
１
０
２
万
円
の
増
額
。

【
観
光
課
関
係
】

　

猿
倉
山
荘
の
雪
害
に
よ
る
工
事
請
負
費
２
，

９
１
５
万
円
の
増
額
。宿
泊
税
導
入
に
係
る
宿
泊

事
業
者
Ｄ
Ｘ
補
助
金
に
６
，０
０
０
万
円
の
増
額
。

［
質
疑
・
意
見
］

Q　

 

宿
泊
事
業
者
と
い
う
の
は
、国
籍
等
関
係
な

く
経
営
者
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
適
用
さ
れ

る
の
か
。

A　

 

特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
登
録
す
る
の
で

あ
れ
ば
適
用
さ
れ
る
。

Q　

 

単
独
で
宿
泊
税
を
導
入
す
る
自
治
体
に
つ

い
て
は
、県
の
補
助
が
対
象
外
に
な
る
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。し
か
し
、新
規
導
入
に
つ

い
て
は
県
に
補
助
を
依
頼
し
て
ほ
し
い
と

の
説
明
が
あ
っ
た
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

A　

 

新
規
導
入
す
る
場
合
は
県
へ
補
助
を
依
頼

す
る
こ
と
に
な
る
が
、ソ
フ
ト
面
の
シ
ス
テ

ム
改
修
に
関
し
て
は
、白
馬
村
の
よ
う
に
独

自
課
税
団
体
で
あ
る
場
合
、そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

か ら審 議 産業経済委員会

大雪・大風による被害多数
地球温暖化の影響か

↓
審
査
結
果
の
一
覧
は
、8
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
H
P
に
掲
載
の
各
委
員
長
報
告

を
お
読
み
下
さ
い
。

※ 

各
委
員
長
報
告
は
、正
式
に
公
開
さ
れ
る

「
会
議
録
」と
違
い
、審
議
内
容（
発
言
）を

要
約
し
纏
め
て
本
会
議
場
で
発
表
す
る
原

稿
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今年の大雪による猿倉山荘の雪害
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第３回臨時会　議決結果 （5月9日）
番号 件　　名 総務社会

委員会
産業経済
委員会 議決結果

同意第３号 白馬村監査委員の選任について

委員会付託なし

同意

議案第 37号 物品の取得について 可決

議案第 38号 物品の取得について 可決

第２回定例会　議決結果
番号 件　　名 総務社会

委員会
産業経済
委員会 議決結果

報告第２号 令和６年度白馬村一般会計繰越明許費繰越計算書について

委員会付託なし

－

報告第３号 白馬村下水道事業会計予算繰越報告について －

承認第１号 白馬村税条例の一部を改正する条例の専決処分報告について 承認

承認第２号 白馬村都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分報告について 承認

承認第３号 白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分報告について 承認

承認第４号 令和 6年度白馬村一般会計補正予算 ( 第 11 号 ) の専決処分報告について 承認

承認第５号 白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 ( 第 5号 ) の専決処分報告に
ついて 承認

承認第６号 白馬村後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第 2号 ) の専決処分報告について 承認

承認第７号 白馬村水道事業会計補正予算 ( 第 5号 ) の専決処分報告について 承認

承認第８号 白馬村下水道事業会計補正予算 ( 第 6号 ) の専決処分報告について 承認

議案第 39号 物品の取得について ○ － 可決

議案第 40号 白馬村税条例の一部を改正する条例について ○ － 可決

議案第 41号 白馬村執行機関の附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条例に
ついて － ○ 可決

議案第 42号 白馬村山小屋条例の一部を改正する条例について － ○ 可決
反対：鈴木

議案第 43号 令和７年度白馬村一般会計補正予算 ( 第 1号 ) ○ ○ 可決

議案第 44号 工事請負契約の締結について
委員会付託なし

可決

議案第 45号 物品の取得について 可決

※陳情及び請願はなし
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平成 6年から続く、富山県朝日町議会との連絡協議会が 5月 22日に開催され、岩岳マウンテンリゾート
を視察しました。

一般質問一般質問

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

新子育て支援施設の役割は
	 丸山　和之	 ………………………… 10
理念条例としての意義と再提案の可能性は	
	 切久保　達也	 ……………………… 11
ふれＡＩ号の半額設定と大町病院への接続を
	 鈴木　均	 …………………………… 12

フォトニュース

質問者一覧

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は1問１答方式で、1人
60分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。本会議はユーテレ白馬でご
覧いただけます。

金に頼らず知恵を出すべきでは
	 伊藤　まゆみ	 ……………………… 13
社会資本整備更新に係る専門的人材の採用は
	 酒井　洋	 …………………………… 14
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【
子
育
て
支
援
施
設
と
塩
の

道
の
拡
幅
】

問
新
し
い
子
育
て
支
援
施

設
の
テ
ー
マ
と
役
割
は
。

答
第
1
期
白
馬
村
こ
ど
も

計
画
の
基
本
理
念
を
踏

ま
え
、様
々
な
会
議
、意
見
交
換

等
を
総
合
的
に
捉
え
る
中
で
、現

在
は「
白
馬
の
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
」や「
子
ど
も
た
ち
を
中

心
と
し
た
地
域
の
繋
が
り
」、「
白

馬
の
未
来
拠
点
」と
い
っ
た
考
え

方
を
ベ
ー
ス
に
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。役
割
と
し
て
は
、未
就

学
児
を
中
心
と
し
て
子
育
て
世

代
の
支
援
を
基
軸
と
し
つ
つ
、小

学
生
向
け
の
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

の
機
能
や
中
高
生
が
利
用
で
き

る
居
場
所
機
能
を
備
え
た
多
機

能
型
の
地
域
拠
点
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

問
安
全
、安
心
と
い
う
観
点

か
ら
、地
域
の
方
々
が
交

流
し
集
え
る
よ
う
な
環
境
も
必

要
と
考
え
る
が
。

答
子
ど
も
や
子
育
て
世
代

だ
け
で
な
く
、地
域
の
あ

ら
ゆ
る
世
代
が
交
わ
る
こ
と
の

で
き
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
」と
し
て
、交
流
と
支
え
合
い

の
拠
点
の
一
翼
を
担
う
も
の
に

な
る
よ
う
担
当
課
に
指
示
し
て

い
ま
す
。

問
新
施
設
に
相
応
し
い
環

境
と
な
る
よ
う
、計
画
的

な
土
地
の
取
得
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
そ
の
見
通
し
は
。

答
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
も
気

軽
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
心
地
よ
い
景
観
の
緑
地
広

場
と
し
て
整
え
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
も
説

明
し
て
い
る
通
り
図
書
館
の
建

設
予
定
地
と
し
て
可
能
な
限
り

早
い
時
期
に
取
得
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、早
期
の
取

得
に
つ
い
て
各
種
調
整
を
指
示

し
て
い
ま
す
。

問
こ
の
先
の
施
設
整
備
事

業
や
現
在
の
物
価
、資
材

の
高
騰
な
ど
を
考
え
る
と
、新
図

書
館
建
設
の
見
通
し
は
難
し
い

も
の
に
な
る
の
で
は
。

答
現
時
点
で
進
め
て
い
る

各
種
事
業
の
建
設
費
等

の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

結
果
を
踏
ま
え
、機
能
や
建
設
時

期
に
つ
い
て
は
判
断
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
新
施
設
の
ア
ク
セ
ス
を

考
え
た
と
き
に
、安
全
や

利
便
性
の
面
か
ら
道
路
拡
幅
を

含
め
た
整
備
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

答
歩
道
整
備
を
含
め
た
拡

幅
の
必
要
性
が
高
い
路

線
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、新
子
育
て
支
援
施

設
周
辺
か
ら
白
馬
中
学
校
周
辺

ま
で
の
区
間
も
合
わ
せ
て
、整
備

計
画
を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
将
来
的
に
塩
の
道
を
人
々

が
安
全
に
利
用
で
き
る

歴
史
的
街
道
と
し
て
、広
域
的
に

整
備
す
る
考
え
は
。

答
歴
史
的
な
財
産
と
し
て

大
い
に
魅
力
の
あ
る
路

線
で
あ
り
、観
光
面
で
も
価
値
の

あ
る
路
線
と
考
え
て
い
ま
す
。一

方
で
画
一
的
に
整
備
し
て
い
く

こ
と
は
か
え
っ
て
そ
の
価
値
を

削
い
で
し
ま
う
場
所
も
あ
る
の

で
、最
低
限
の
管
理
を
行
っ
た
う

え
、現
状
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
す
。こ
う
し
た
里
山
文

化
や
歴
史
的
財
産
と
し
て
価
値

を
踏
ま
え
つ
つ
地
域
資
源
の
保

全
に
引
き
続
き
務
め
ま
す
。

答
多
機
能
型
の
地
域
拠
点
と
交
流

と
支
え
合
い
の
拠
点

問
新
子
育
て
支
援
施
設
の

役
割
は

丸山	和之

新子育て支援施設周辺の路線。
現状では狭く、安全性や利便性を考えると整備計画は必要。
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【
環
境
基
本
条
例
】

問
令
和
4
年
度
の
環
境
基
本

条
例
改
正
案
が
否
決
さ
れ

た
要
因
を
、ど
の
よ
う
に
総
括
し

た
か
。ま
た
、理
念
条
例
が
無
い

な
か
で
村
政
運
営
へ
の
影
響
は
。

答
行
政
の
思
い
や
姿
勢
が

足
り
な
い
と
感
じ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

白
馬
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
は
、理
念
に
沿
っ
た

形
で
策
定
し
た
こ
と
か
ら
、政
策

の
目
的
を
明
確
に
す
る
た
め
に

も
必
要
と
考
え
ま
す
。

問
個
別
計
画
の
限
界
と
、包

括
的
な
計
画
と
し
て
の

環
境
基
本
計
画
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

答
環
境
基
本
法
で
は
努
力

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
個
別
計
画
で
理
念
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
す

が
、横
断
的
な
柱
と
し
て
の
計
画

が
無
い
こ
と
で
、施
策
統
合
の
必

要
性
や
計
画
に
対
す
る
説
明
責

任
の
分
散
な
ど
、課
題
が
出
て
く

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

問
個
別
計
画
で
の
取
り
組

み
の
進
捗
を
判
断
す
る

た
め
に
は
、定
量
的
、定
性
的
な

公
表
が
必
要
と
感
じ
る
が
。

答
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
沿
っ

た
目
標
の
達
成
に
は
、住

民
・
事
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。現
在
ど
の
程
度
実
現
が
で
き

て
い
る
の
か
、公
表
は
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。定
量
的
な
計
測

に
関
し
て
は
、専
門
的
な
技
術
や

知
識
が
必
要
で
コ
ス
ト
が
か
か

り
ま
す
。昨
年
は
補
助
金
を
活
用

し
て
、定
量
的
な
計
測
が
で
き
ま

し
た
が
、今
後
は
財
政
的
な
見
地

で
判
断
し
ま
す
。

【
姉
妹
・
友
好
都
市
交
流
の

実
効
性
と
今
後
の
展
開
】

問
交
流
事
業
か
ら
得
ら
れ
た

成
果
や
効
果
の
評
価
は
。

答
文
化
や
施
策
の
学
び
合
い

が
進
み
、訪
問
に
よ
り
有

益
な
情
報
を
得
ら
れ
、村
の
施
策

に
も
活
用
で
き
る
貴
重
な
つ
な
が

り
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。太
地
町

の
循
環
バ
ス
や
自
動
運
転
カ
ー
ト
、

多
世
代
交
流
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
工
夫
な
ど
を
視
察
し
、参
考
に

な
る
事
例
を
直
接
得
ら
れ
ま
し
た
。

逆
に
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
関

す
る
相
談
も
あ
り
、学
び
合
え
る

関
係
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

問
レ
ッ
ヒ
や
オ
ー
バ
ー

ヴ
ィ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
と

の
交
流
を
、観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
や
誘
客
施
策
に
ど
う
活
か
し

て
い
る
の
か
。

答
直
接
的
な
観
光
誘
客

に
は
つ
な
が
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、デ
ジ
タ
ル
技
術

や
環
境
対
策
な
ど
、観
光
地

経
営
に
活
か
せ
る
多
く
の
学

び
が
あ
り
ま
す
。
住
民
・
事

業
者
・
行
政
の
交
流
を
通
じ

て
、地
域
振
興
や
人
材
育
成
、

ま
た
国
際
的
な
相
互
理
解
と

平
和
に
も
貢
献
す
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
現
在
の
国
外
交
流
は

特
定
の
団
体
の
経
験

と
つ
な
が
り
に
依
存
し
て
い

る
印
象
が
あ
る
。担
当
が
異

動
し
て
も
続
け
ら
れ
る
制
度

的
な
記
録
管
理
、引
継
ぎ
体

制
の
整
備
等
は
で
き
て
い
る

か
。答

国
外
交
流
は
、
関
係

者
の
経
験
や
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ

て
き
た
面
が
大
き
く
、尽
力

に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。一

方
で
、継
続
的
な
交
流
の
た

め
に
は
、属
人
的
な
依
存
を

避
け
、制
度
的
な
記
録
管
理
や
引

継
ぎ
体
制
の
整
備
は
不
可
欠
で

す
。今
後
は
職
員
や
関
係
団
体
と

も
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

答 現状課題を再検証し
再提出に向け準備したい

問 理念条例としての意義と
再提案の可能性は

切久保	達也

姉妹都市提携４０周年記念で「河津桜まつり行き白馬村民号」事業で河津町を訪問

 

問
新
た
な
交
流
地
域

の
選
定
は

答
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域

を
検
討
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答

問 除雪支援事業の
拡大を
他の自治体のルール
を使えるか検討

【
公
共
交
通
と
り
わ
け
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
】

問
全
世
帯
へ
の
わ
か
り
や

す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
計
画
は
。

答
現
段
階
で
保
存
版
と
な

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制

作
し
全
世
帯
へ
配
布
す
る
よ
り

も
、予
約
・
配
車
シ
ス
テ
ム
の
大

き
な
変
更
等
が
生
じ
た
際
に
、各

種
媒
体
を
活
用
し
た
最
適
な
方

法
で
周
知
に
努
め
ま
す
。
今
後

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
や
全
世

帯
へ
の
配
布
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
く
、冬
シ
ー
ズ
ン
の
シ
ス

テ
ム
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。そ
の
完
成
を
目
安
に

判
断
し
ま
す
。

問
村
は
半
額
等
の
割
引
が

で
き
な
い
と
い
う
法
的

根
拠
は
。小
中
学
生・障
が
い
者・

高
齢
者・免
許
返
納
者
は
半
額
に

す
べ
き
で
は
。

答
半
額
割
引
を
含
め
た
割

引
運
賃
も
運
行
主
体
等

の
意
向
や
事
情
等
に
よ
り
設
定

で
き
ま
す
が
、一
昨
年
ま
で
の
ふ

れ
愛
号
の
料
金
を
踏
襲
し
て
い

ま
す
の
で
、料
金
は
3
0
0
円
の

ま
ま
で
す
。
今
後
の
検
討
課
題

で
需
要
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て

い
き
ま
す
。

問
７
時
台
の
電
車
で
大
町

病
院
へ
行
け
る
よ
う
に
、

１
台
だ
け
で
も
７
時
か
ら
16
時

に
運
行
で
き
な
い
か
。
青
木
湖

で
大
町
市
の「
ふ
れ
あ
い
号
」と

の
接
続
が
可
能
だ
が
検
討
し
た

か
。
小
谷
村
の
デ
マ
ン
ド
は
白

馬
村
の
ス
ー
パ
ー
ま
で
運
行
し
、

木
祖
村
は
隣
の
木
曽
町
に
あ
る

木
曾
病
院
ま
で
直
通
便
を
運
行

し
て
い
る
よ
う
に
、村
も
デ
マ
ン

ド
実
施
要
綱
を
変
更
し
て
大
町

病
院
ま
で
直
通
で
き
な
い
か
。

答
運
行
時
間
を
解
決
す
る

方
法
が
あ
る
か
、引
き
続

き
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
現
在

の
村
の
ふ
れ
Ａ
Ｉ
号
は
、隣
接
す

る
市
村
と
の
接
続
は
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
。通
院
や
通
学
、観
光

の
円
滑
な
移
動
手
段
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
は
目
指
す
べ
き
将
来

像
な
の
で
、計
画
の
具
現
化
に
向

け
て
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

提
案
は
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
で
、大

町
市
と
話
す
中
で
選
択
肢
と
し

て
検
討
し
ま
す
。

問
運
行
は
観
光
課
、手
続
き

に
よ
っ
て
健
康
福
祉
課
・

社
会
福
祉
協
議
会
、総
務
課
に
分

か
れ
て
い
る
。
窓
口
を
一
本
化

で
き
な
い
か
。

答
利
用
者
目
線
を
考
え
れ

ば
、手
続
窓
口
の
一
本
化

が
理
想
で
す
。
組
織
の
横
串
で

の
連
携
は
不
可
欠
で
、さ
ら
な
る

庁
内
連
携
で
住
民
に
と
っ
て
も

分
か
り
や
す
く
効
率
的
な
組
織

を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
、来
年

度
に
向
け
て
機
構
改
革
に
向
け

た
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
飯
山
市
の
よ
う
に
、

雪
害
に
対
し
除
雪

支
援
の
対
象
を
課
税
世
帯

に
も
拡
大
で
き
な
い
か
。

答
人
的
被
害
は
３
件

で
、建
物
被
害
は
把

握
し
て
い
ま
せ
ん
。
特
別

豪
雪
地
帯
住
宅
除
雪
支
援

事
業
制
度
の
申
請
は
28
件
、

利
用
は
23
件
で
、支
援
者

の
確
保
と
い
う
課
題
も
含

め
な
が
ら
、飯
山
市
を
参

考
に
し
て
、村
で
ど
う
い

う
形
が
取
れ
る
の
か
検
討

し
ま
す
。

大町市から池田町のあづみ病院へ乗り継いで行ける共同のバス停留所

答
割
引
料
金
と
大
町
市
へ
の
接
続

は
今
後
の
検
討

問
ふ
れ
Ａ
Ｉ
号
の
半
額
設
定

と
大
町
病
院
へ
の
接
続
を

鈴木	均
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【
持
続
可
能
】

問
村
長
は
よ
く「
持
続
可
能
」

と
い
う
言
葉
を
挨
拶
等

に
盛
り
込
む
が
、村
長
が
描
く
持

続
可
能
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
。

答
地
域
社
会
が
経
済
的
・
社

会
的
・
環
境
的
側
面
か
ら

持
続
可
能
な
発
展
を
続
け
て
い

る
状
態
で
、村
の
ビ
ジ
ョ
ン
も
そ

れ
ら
の
側
面
に
お
い
て
持
続
性

あ
る
状
態
、住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
地
域
で
あ
る
こ

と
で
す
。

問
現
在
、住
民
は
安
心
し
て

生
き
て
い
る
と
思
う
か
。

答
気
候
変
動
で
災
害
の
発

生
が
あ
り
、ま
た
土
地
の

売
買
等
で
外
資
等
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。こ
こ
に
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
か
と
い
う
点
で
は
、安
心

感
が
な
い
部
分
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

問
令
和
３
年
３
月
、コ
ロ
ナ

禍
の
一
般
質
問
で
、「
東

証
株
価
は
３
万
円
を
上
回
り
、

2
0
1
6
年
の
世
界
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

76
兆
ド
ル
に
対
し
個
人
資
産
は

２
８
０
兆
ド
ル
と
実
態
経
済
の

4
倍
近
く
。こ
の
膨
れ
上
が
っ
た

金
融
資
産
は
イ
ン
フ
レ
を
好
ま

ず
、イ
ン
フ
レ
前
に
不
動
産
、特

に
土
地
な
ど
実
態
の
あ
る
も
の

に
換
物
さ
れ
、こ
の
村
に
も
そ
の

波
が
来
る
の
で
は
」と
自
分
は
予

測
し
て
い
た
。４
年
後
の
今
、そ

う
な
っ
て
い
な
い
か
。

答
そ
う
い
っ
た
波
が
き
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 

問
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
も
い
い
の
で
は

答
対
住
民
に
も
力
を

発
揮
す
る
と
の

期
待

【
副
村
長
人
事
】

問
副
村
長
を
２
名
体
制
に

す
べ
く
こ
の
２
月
に
公

募
し
た
。２
名
必
要
と
の
判
断
の

経
緯
は
。

答
持
続
可
能
社
会
の
解
決

す
べ
き
課
題
で
あ
る
少

子
高
齢
化
に
お
い
て
、移
住
定
住

施
策
や
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
が
重
要
で
す
。住
民
が
豊
か
に

暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
社
会
基

盤
の
整
備
や
福
祉
施
策
の
充
実

の
た
め
に
、交
付
税
の
算
出
に
影

響
し
な
い
財
源
が
必
要
で
す
。企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
そ
の
大

き
な
財
源
の
一
つ
で
、そ
こ
に
専

門
人
材
を
配
置
す
べ
き
と
考
え

ま
し
た
。

問
現
在
、庁
内
に
精
通
し
て

い
る
副
村
長
が
お
り
、対

外
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
村

長
自
身
は
何
を
す
る
の
か
。

答
当
然
そ
こ
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、よ
り
多

く
の
財
源
を
獲
得
し
た
い
と
の

思
い
が
あ
り
ま
す
。

問
当
村
に
は「
政
策
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
設
置
要
綱
」と
い

う
の
が
あ
る
。そ
の
役
職
の
設
置

に
変
更
し
た
ら
ど
う
か
。

答
副
村
長
と
い
う
立
場
が
、

対
住
民
向
け
に
も
力
を

発
揮
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

問
な
ぜ
地
方
は
補
助
金
を

も
ら
っ
て
も
衰
退
す
る

の
か
と
の
問
い
掛
け
に
、お
金
が

な
い
の
で
は
な
く
、知
恵
が
な
い
。

人
材
育
成
を
怠
っ
て
は
い
け
な

い
、と
木
下
斉
氏
が
言
っ
て
い
る
。

全
く
そ
の
通
り
だ
。職
員
に
知
恵

を
出
し
て
も
ら
う
べ
き
と
考
え

る
が
。

答
一
番
い
い
の
は
知
恵
も

あ
り
、そ
の
知
恵
を
生
か

す
財
源
が
あ
る
こ
と
で
す
。

 

問
自
営
業
の
減
少
が

原
因
と
思
わ
れ
る
が

答
や
り
が
い
な
ど
の

理
解
不
足
等
と
考

え
る

【
議
員
の
成
り
手
不
足
】

問
今
回
の
議
員
選
挙
は
定

員
不
足
に
な
っ
た
。こ
れ

は
全
国
的
な
問
題
。当
村
の
定
数

が
16
で
あ
っ
た
頃
と
違
う
の
は

自
営
業
の
減
少
と
考
え
る
が
。

答
成
り
手
不
足
の
要
因
と
し

て
、議
会
の
役
割
と
議
員

の
や
り
が
い
が
住
民
に
理
解
さ
れ

に
く
い
、地
域
に
お
け
る
担
い
手

の
不
足
と
女
性
進
出
の
遅
れ
、落

選
時
の
リ
ス
ク
や
選
挙
資
源
の
格

差
な
ど
の
障
壁
、と
考
え
ま
す
。

答 その知恵を生かす財源が
あること

問金に頼らず知恵を
出すべきでは

伊藤	まゆみ

私の名刺の裏に書いてある座右の銘です
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定期点検で橋の安全を守る中央監視室からリアルタイムで確認中

【
持
続
可
能
な
社
会
基
盤
の

維
持
管
理
・
更
新
】

問
専
門
的
な
技
術
や
知
識

を
持
つ
人
材
の
採
用
は
。

答
建
設
や
農
政
、上
下
水
道

な
ど
、現
場
を
抱
え
る
部

署
に
と
っ
て
は
専
門
的
な
技
術

や
知
識
を
持
っ
た
職
員
の
確
保

は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。一
方
で
、

こ
れ
ら
技
術
系
の
人
材
は
官
民

の
間
で
も
取
り
合
い
と
な
っ
て

い
る
面
も
あ
り
、な
か
な
か
一
朝

一
夕
に
課
題
解
決
と
は
な
ら
な

い
状
況
で
す
。

　

そ
の
た
め
、建
設
課
に
お
い
て

は
、リ
タ
イ
ア
組
や
県
外
に
お
い

て
専
門
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

村
出
身
者
な
ど
も
含
め
、よ
り
よ

い
人
材
が
確
保
で
き
る
よ
う
、広

く
情
報
収
集
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。問

技
術
職
員
の
育
成
は

答
現
在
在
籍
し
て
い
る
職

員
に
関
し
て
は
、土
木
系

の
資
格
取
得
に
関
す
る
支
援
を

行
な
う
な
ど
、日
常
業
務
と
並
行

し
て
そ
の
育
成
に
努
め
て
い
ま

す
。上
下
水
道
課
に
お
い
て
は
、

水
道
事
業
に
必
要
な
技
術
管
理

者
の
資
格
を
有
し
た
正
規
職
員

を
技
術
職
と
し
て
採
用
し
、現
在

２
名
の
有
資
格
者
が
在
籍
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、技
術
職
の
採
用
を
定

期
的
に
行
な
い
、技
術
承
継
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
場
経
験
の
長
い
ベ
テ
ラ
ン

職
員
の
培
っ
て
き
た
知
識
を
し
っ

か
り
と
若
手
職
員
に
継
承
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

問
大
雨
・
大
雪
、水
道
漏
水

事
故
等
の
不
測
の
事
態

に
対
応
し
て
い
る
職
員
の
労
働

環
境
の
改
善
は
。

答
今
年
は
大
雪
に
伴
い
、昼

夜
を
問
わ
ず
職
員
が
現

場
の
緊
急
対
応
に
追
わ
れ
た
た

め
、大
き
な
負
担
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。個
々
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
改
善
策
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。水
道
漏
水
事
故
等

に
は
、広
域
化
や
官
民
連
携
手
法

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、適
切
な

維
持
管
理
体
制
の
構
築
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

問
社
会
基
盤
整
備
の
維
持

管
理
費
縮
減
に
関
わ
る

住
民
参
加
の
方
策
は
。

答
高
齢
化
で
地
域
の
担
い

手
確
保
が
難
し
い
行
政

区
が
、増
え
て
い
ま
す
。行
政
と

地
域
で
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い

部
分
を
整
理
お
よ
び
研
究
し
、経

費
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。

問
資
金
調
達
の
考
え
方
と

財
政
計
画
は
。

答
村
税
収
入
は
増
加
傾
向

で
す
が
、重
要
な
財
源
で

あ
る
普
通
交
付
税
の
根
拠
と
な

る
人
口
の
維
持
に
向
け
て
、様
々

な
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。ふ
る

さ
と
納
税
も
増
加
傾
向
で
す
。こ

れ
か
ら
始
ま
る
宿
泊
税
を
含
ん

だ
観
光
財
源
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
手

段
で
資
金
調
達
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

問
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
リ
サ
イ
ク
ル
品
等
の

効
率
利
用
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
は
。

答
建
設
課
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

活
用
し
た
除
雪
委
託
業

務
を
導
入
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ

る
道
路
維
持
管
理
の
省
力
化
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。農
政

課
で
は
、ほ
場
整
備
に
伴
い
自
動

給
水
栓
を
設
置
し
、湛
水
管
理
の

省
力
化
を
図
る
計
画
で
す
。
ま

た
、有
害
鳥
獣
対
策
に
お
け
る
動

物
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
や
カ
メ

ラ
の
設
置
に
つ
い
て
も
予
算
化

し
て
い
ま
す
。
上
下
水
道
課
で

は
、下
水
道
汚
泥
の
肥
料
化
や
焼

却
灰
の
セ
メ
ン
ト
原
料
化
を
行

な
っ
て
い
て
、今
後
の
施
設
更
新

時
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
積
極
的
導
入
を
考
え
て
い
ま

す
。

酒井	洋

答
技
術
職
の
定
期
的
な
採
用
を
考
え

て
い
る

問
社
会
資
本
整
備
更
新
に

係
る
専
門
的
人
材
の
採
用
は
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ト
ピ
ッ
ク
ス

本
会
議
場
傍
聴
席
へ
の
昇
降
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。足
が
不
自
由
な
方
で
も
傍
聴
可
能
で
す
。本
会
議
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

任期満了により令和７年５月４日をもって議員を退職された８名の皆様に、令和７年５月２６日、白馬
村から感謝状が贈呈されました。

長年にわたり白馬村の発展のため尽力されましたことに、厚く御礼申し上げます。

令和７年５月２７日に東京で開催された、町村議会議長・副議長研修会に、太田議長と丸山副議長が参
加しました。また、あわせて地元地区の衆議院議員事務所を訪問し、土砂災害が発生している県道白馬岳
線及び猿倉山荘駐車場の早期復旧について要請活動を行いました。

大気中から回収した
二酸化炭素（CO2）を元
にメタンガスをつくり、
村内で消費・循環する
実証実験 を 白馬村と
名古屋大学 の 連携協
定で実施しています。

退職議員に感謝状が贈呈されました

国会議員に要請活動を行いました

CO2を資源に

マチを好きになるアプリ

85-0725（直通） 72-7001（ファックス）

スマホアプリで白馬議会だより配信中！

お気軽に！ご意見をお寄せください！　　gikai@vill.hakuba.lg.jp

R6年度議長交際費
HPに掲載しています

新事務局体制
事務局長　太田俊祉　　書記　吉沢美穂

人事異動 により、
４月１日から新た
な事務局体制とな
りました。これ か
らよろしくお願い
します。
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あ

と

が

き

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）再生紙を使用しています

発
行

　
長

野
県

白
馬

村
議

会
編

集
　

議
会

広
報

特
別

委
員

会
印

刷
　

Ｐ
Ｏ

印
刷

㈱
白

馬
議

会
だ

よ
り

1
5
3

号
令

和
7

年
7

月
9

日
発

行

〒
3
9
9
-9

3
9
3

　
長

野
県

北
安

曇
郡

白
馬

村
☎

0
2

6
1

 - 7
2

-5
0

0
0

　
FA

X
0

2
6

1
 - 7

2
 - 7

0
0

1
http://w

w
w.vill.hakuba.lg.jp/assem

bly/assem
bly.htm

l　
E-m

ail gikai@
vill.hakuba.lg.jp

新
し
い
議
会
の
体
制
に
な
っ
て
、

は
じ
め
て
の
議
会
報
と
な
り
ま
す
。

広
報
委
員
長
と
し
て
、こ
の
一
冊
を

皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
る
こ
と
を
、

と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

議
会
報
は
、議
会
の
動
き
や
議
員

の
思
い
を
、で
き
る
限
り
正
直
に
、

わ
か
り
や
す
く
村
民
の
皆
さ
ま
に

お
伝
え
す
る
大
切
な
架
け
橋
で
す
。

議
会
が
何
を
考
え
、ど
こ
へ
向
か
お

う
と
し
て
い
る
の
か
を
、皆
さ
ま
と

共
有
で
き
る
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点
も
多
く
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、議
会
を
少
し

で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、ど

う
か
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
寄

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
太
田
　
学
）

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃〃

議
　
　
長

太

田 

学

永
井 

勝
則

丸
山 

宏
充

鈴

木 

均

酒

井 

洋

内
川 

史
朗

丸
山 

和
之

太
田 

伸
子

ナリワイ 韓国から白馬村に移住して 面倒くさいことをやろう！

ナリワイ
藪を刈り、木を伐る。
木を植え、藪を刈る。
森に通い、森を造るのが、私のナリ
ワイ
神社の奥にある300歳を越えるケ
ヤキに刃を入れるとき、ババが太平
洋戦争中しがみついて伐らせなかっ
たスギ林に出会うとき、先人たちの
自然観に触れ、ふと「時を越える」感
覚になる。
移り変わる森林の色味に魅せられ、
その多機能性には驚かされる。
木々は動くことなく、土を抱え、風
を抑え、水を整え、空気を浄化し、大
地を冷やす。
コインパーキングや貸別荘より森林
の方がずっと大切な価値を持っている。
そう感じているのは私だけだろうか？
日々の小さな選択が「今」を創り、

「これから」に関わっていけることに
希望を感じている。だから今、自分が
いちばん関心をもっているのは、「時
を越えて、どんな森林を残していけ
るか」ということ。

2019年ワーキングホリデービザで
来日し、友人の紹介で白馬村のカフェ
で働き始めました。日本に来た当初
は冬のワンシーズンだけの予定でし
たが、2020年コロナの影響によりそ
のまま白馬に残ることを決断。その
後地元の人達との交流も多くなり、
白馬高校で韓国語の講義をする経験
もさせていただきました。
何年か過ごしていくうちに今の主
人と出会い、結婚し、移住することに
なりました。まさか自分が日本に住
むことになるとは思ってもいません
でした。現在は前職の経験を生かし、
白馬駅前でお土産屋に併設している
カフェを運営しています。観光客の
皆さんはもちろん、地元の方々にも
居心地の良い空間を提供していきた
いと思っています。のんびりしたく
なったら是非お立ち寄りください。
駅前でお待ちしています！

就農してから32年たった私が、近
ごろ感じることは、何もかもが便利
になったことです。
昭和のころは、村内のどの農家も春
のイネ育苗や秋の稲刈り等、面倒なこ
とを率先してやっていました。令和の
現在は、どうでしょう。営農法人へ完
全委託する農家がほとんどです。
面倒くさいことは、＜おカネ＞さえ
払えば何でもやってもらえるし、何で
も手に入ります。しかし、その＜お
カネ＞を手に入れるために費やす時
間のなんと長いこと。
行政も〇〇補助金や〇〇費無償化
のために、多くの職員と多額の財源
が必要な様子。2024年は国の税収が
過去最高を記録したとの報道もあり
ました。
＜面倒くさいこと＞×＜おカネ＞
＝＜便利＞。これが近代化というな
ら、昨今のコメ不足・物価高騰を皆さ
んは、どう乗り越えますか？
私は、声を大にして言います。
「面倒くさいことをやろう！」と。

堀之内　萬代　泰和 白馬町　ジーソルハ 深空　郷津　直弥


